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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

県内の夏秋トマト栽培は購⼊接ぎ⽊セル苗をポットに鉢上げして育苗をする主枝1 本仕⽴て栽培
（以下、慣⾏ポット栽培）が主流である。購⼊接ぎ⽊セル苗を定植前に摘⼼をして側枝 2 本を出
させる側枝 2 本仕⽴てセル苗を利⽤することで、種苗費の削減や定植作業時間の省⼒化が図られ
る。 
                                                

（１） 側枝 2 本仕⽴てセル苗は、72 ⽳の接ぎ⽊セル苗を購⼊後、本葉２枚上での摘⼼と本葉 2 葉
⽬の摘葉後７〜10 ⽇程度育苗を⾏い、側枝の本葉が２〜３枚出葉後定植する（図１、図 3）。 

（２） 5 ⽉定植の場合、側枝 2 本仕⽴てセル苗栽培は、株間 30cm にすることで、慣⾏ポット栽培
と同等の収量を得られる（図２）。 

（３） 6 ⽉定植の場合、側枝 2 本仕⽴てセル苗栽培は、主枝 1 本仕⽴てセル苗栽培と同等の収量
を得られる（図 2）。 

（４） 側枝2本仕⽴てセル苗を利⽤した場合、慣⾏ポット栽培と⽐較して種苗費は42%減となり、
育苗と定植作業を合わせた作業時間は 92%減となった（表 1）。 

 
 
 
 
 
 
２ 期待される効果 

（１） 種苗費の削減と、定植作業の省⼒化が図られる。 
３ 適⽤範囲 
 県内全域 
４ 普及上の留意点 

（１） セル苗の直接定植となるため、必ず定植前に EC を確認し、基肥に窒素成分は施さない。 
定植後は、給液孔が 10 ㎝間隔の点滴かん⽔チューブを株の両側に設置してかん⽔同時施肥
を⾏う。 

（２） 側枝 2 本仕⽴てセル苗は、畝幅 80 ㎝、1 条植えで⾏い、左右振り分けで誘引する。 

図 1 側枝 2 本仕⽴てセル苗の育苗スケジュール 
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表 1 苗の形状による種苗費と育苗及び定植時間 

苗の形状
株間

（cm）
種苗費z

（円/a)
育苗時間y

(分/a)①
定植時間
(分/a)②

①+②
(分/a)

128⽳主枝1本 30 47,270 2 51 53
72⽳側枝2本 30 23,929 33 26 59
慣⾏ポット 40 40,958 686 56 742

z:128⽳主枝1本は購⼊128⽳セル苗、72⽳側枝2本は購⼊72⽳セル苗
を摘⼼して10⽇間育苗、慣⾏ポットは購⼊128⽳セル苗を9㎝ポット
で30⽇間育苗した場合の苗代。
y：主枝1本は購⼊128⽳セル苗を2⽇間温室で育苗した場合の潅⽔時
間、側枝2本は摘⼼作業と摘⼼後10⽇間育苗した場合の潅⽔時間。

図 2 可販果収量と平均⼀果重 


